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「本棚と育つ」 

 

夢の中に、自分の家が出てくること

があります。多くの人に、経験のあるこ

とでしょう。 

現在、住んでいる家ではなく、昔、自

分が幼い頃に住んでいた家が出てくる

ことも多く、いつも不思議に思います。 

目がさめている時は、思い出すこと

さえないのに、あれはなぜなのでしょ

う？ 

もうとっくになくなってしまった家

です。私がその家に住んでいたのは、大

学生まででした。 

 

思い返せば、今の家に住んでいる期

間の方が長くなっています。 

それなのに、夢の中の「私の家」は、

たいてい、子ども時代の家です。 

間取りも正確に、夢の中にあらわれ

ます。そしてすっかり忘れていたはず

の細かな部分まで、再現されています。 

本当に不思議です。 

家にかぎらず、幼い頃、なじみ深かっ

た景色や場所を夢に見るようになる、

というのは、よくあることのようです。 

認めたくありませんが、それが「歳を

とった」ということなのかもしれませ

ん。 
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夢の中の「私の家」、「私の部屋」は、

幼い私が母と過ごした部屋です。 

私は毎日、幼稚園をサボっていまし

たから、来る日も来る日も、ほぼ２４時

間、その部屋にいました。 

私は、カーペットをしいた床で、ねこ

ろんだり遊んだりして、長い長い時間

を過ごしました。 

片方の壁にくっつけるように、母の

ベッドがありました。 

母のベッドと反対側の壁は、本棚で

した。本棚があった、のではなく、壁が

本棚だったのです。 

その部屋以外に、そういう作りの部

屋を見たことがないのですが、その部

屋は壁が一面、本棚になっていました。 

はじからはじまで、そして床から天

井まで、一面に棚が作りつけてあるの

でした。 

棚板は縦横にはりめぐらされ、格子

状になっていました。４０マスくらい

あったと思います。もしかしたら、もっ

とあったかもしれません。 

奥行きもあり、大きな本も入ります。 

普通サイズの本は、手前と奥、２列に

おさめることもできました。 

幼い頃、私は一番下の段をもらって

いました。私専用の棚です。何を入れて

も良いし、どんなふうに入れても良い

のです。自由でした。 

おもちゃを箱に入れて、箱ごと本棚

に入れていました。 

少し大きくなって、私の持ち物が増

えると、下から二番目の段も、もらうこ

とができました。 

一気に使える棚が増えました。うれ

しくなって、そこにもおもちゃをつめ

ました。 
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その時、私は気づきます。 

大きくなって、もっと背が高くなっ

たら、もっと上の段にも手が届くよう

になって、上の段ももらえるかもしれ

ない！ 

それはとても楽しみなことでした。 

はやく大きくなろうと思いました。 

さらに大きくなると、おもちゃでは

なく、絵本を入れるようになっていま

した。上の方の棚をまねたのです。 

上の方の棚は、両親の本がぎっしり

つまっていました。もちろん、当時の私

の手は届きません。見ているだけです。 

パパやママの棚のように本をならべ

ると、自分もおとなに近づいたような

気がして、とてもうれしい気持ちにな

りました。 

絵本の背表紙をきれいにならべて、

満足します。 

かっこよく見えるように、ならべか

えて工夫したりしました。でも、数冊の

絵本では、ならべかえても、あまり変わ

りばえがしません。 

本を増やしたいなあと思うようにな

りました。 

もっと本を増やして、かっこよくし

たいなあ。 

もっとかっこいい本をならべたいな

あ。 

ぶあつい本や、難しい字の本は、かっ

こいいなあ。 

はやくかっこいい本を読めるように

なりたいなあ。 

はやく難しい本を読めるようになり

たいなあ。 

私の欲望は、どんどん育ちます。 
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かっこいい本がほしくて、父にせが

んで一番上の棚にある大きな本をおろ

してもらい、自分の棚に置いてみたこ

ともあります。 

その「六法全書」は、のちに私が上の

方の段の本をとる時の踏み台として活

躍することになります。 

壁一面の本棚は、私にとって「宇宙」

でした。いつまで見ていても飽きませ

ん。 

音楽関係の本は、母のものでした。電

気工学に関する本は、父のものでした。 

背表紙には、読めない文字がたくさ

んありました。 

特に興味があるわけでもないのです

が、毎日、目に入ってくるので、気にな

ります。 

「ねえ、なんて、読むの？」 

「あれは、なんて読むの？」 

１日に何度も何度も、母にききます。 

教えてもらって、ひととおり読み方

が分かると満足します。 

それに飽きると、意味を知りたくな

ります。 

「ねえ、どういう意味？」 

タイトルによっては、内容を知りた

くなります。 

「ねえ、どういうごほんなの？」 

私の興味は、どんどん育ちます。 

少し思い返すだけで、あとからあと

から本棚の思い出があふれてきます。 

思えば私は、本棚と一緒に育ってき

たのでした。 

いいえ、少し違います。 

本棚が私を育ててくれたのかもしれ

ません。 
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本棚を見て、幼い私は大きくなろう

と決意しました。もっと上の段をもら

えるように！ もっと上の段に手が届

くように！ 

絵本を好んで手にとるようになりま

した。パパやママの段みたいにした

い！ 絵本を、いっぱいそろえたい！ 

次は、もっと賢そうな本を読もうと

思うようになりました。背表紙に難し

い字が書いてある、かっこいい本がほ

しい！ 

両親の本の背表紙で、字を学びまし

た。 

内容に興味を持つようにもなりまし

た。 

背が伸びて、両親の本を手に取るよ

うになりました。 

母の棚には、音楽心理学の本がたく

さんありました。もちろん、読みました。 

本棚の本は、すべて読みました。 

あの本棚がなければ、もしかしたら

私は心理学者になっていなかったのか

もしれません。 

便利な時代になり、ネットにつなげ

ば、情報が簡単に手に入る時代になり

ました。 

本が大好きだった私でさえ、近年、本

を読む時間が減ってしまっていること

を感じます。 

あの壁一面の本棚に、もう一度会い

たいと、時々、思います。 

そんなふうに思っているから、夢に

出てくるのかもしれません。 

見ているうちに、興味がわいて、いつ

しか手を伸ばすようになる。そういう

ことは、他のことでも、たくさんおこっ

ているのではないかと思います。 

身近な人と同じ職業についている人

が世の中にたくさんいますが、同じ原

理だと思います。 

曲もそうかもしれません。 

発表会の曲を決めた時、その曲は、曲

集の中におさめられていることでしょ

う。 

今、必要なのは、その１曲です。１曲

のためだけに本を１冊、買うことは、も
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しかしたらもったいなく感じられるか

もしれません。 

でも、今は１曲しか用がなくとも、そ

の曲集がおうちにあれば、ペラペラと

めくって、他のページを目にすること

もあるでしょう。 

「ふ～ん、こんな曲もあるんだ・・・」 

その時は、特に興味もありません。 

でも、その曲を聴く機会を得た時、

「ああ、あの本の中のアレだ！」と気づ

くでしょう。 

興味がわいて、「ちょっと弾いてみよ

うかな・・・」と思うかもしれません。 

弾いてみようと思った時、すぐに行

動にうつすことができます。だって、す

でに家に楽譜があるのですから！ 

子どもは案外、身のまわりにあるも

のに、育てられています。それは、今は

役に立たないものだったり、はっきり

と「ムダなもの」だったりします。 

誤解をおそれずにいいますが、その

時、必要なものだけに囲まれて生活し

ている子どもは損をしていると思いま

す。 

自分には関係ない何かを、毎日、見て

いる中に、成長の芽があります。 

最初は見ているだけです。手は届き

ません。 

見ているうちに興味がわき、手を伸

ばそうと思うようになるかもしれませ

ん。 

そして、手が届く日が来ます。 

手を伸ばそうと思わなかったら、手

にとることは永遠にないでしょう。 

子どもの目の先に、「ムダなもの」が

いっぱいあるといいなあと、私は思っ

ています。      （江口 彩子） 
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◆「第１６回ジュニア・コンサート」を開催しました 

 

４月２７日（水）に、大泉学園「ゆめりあホール」にて、「第１６回ジュニア・

コンサート」を開催しました。１１人の生徒さんが、立派な演奏をしてくださいま

した。 

ここ２年、新型コロナのせいで「ゆめりあホール」の使用がかなわず、今回は久

しぶりに、予定通りの会場で、予定通りの開催を果たすことができました。 

たくさんのお客さまにご来場いただきました。お客さまの数は、過去、最多であ

ったと思います。 

当日、用意していたプログラムが足りず、急きょ、ひと家族さま、１枚とさせて

いただいてしまいました。本当に申し訳ございませんでした。プログラムをご希望

の方は、刷り増したものをお渡しできますので、ご請求ください。 

たくさんのお客さまが、たくさんの拍手を送ってくださり、ご出演の生徒さんに

は、何よりのエールになったことでしょう。会場にいらしたすべての方に、心より

御礼申し上げます。 

また、先立つ「ジュニコン・オーディション」に果敢に挑戦してくださったすべ

ての生徒さんにも、この場を借りて御礼申し上げます。 
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◆ 夏の発表会にむけて 

 

今年の夏の発表会は、８月５日（金）、６日（土）、７日（日）、８日（月）の４

日間です。会場は、「成増アクトホール」です。 

コロナ禍での発表会は、これで３回目となります。昨年も、同じ「成増アクトホ

ール」でコロナ対策をしながら、無事、開催いたしました。着々と経験が積みあが

ってきた実感があります。とはいえ、油断することなく、今年も安全な開催に向け

て、準備を怠らないようにしたいと思っています。 

幸い、「成増アクトホール」は、舞台も客席も広い、大きなホールです。密を避

けた進行ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒さんの中には、４月にピアノのレッスンをはじめたばかり、中には一音会に

入会したばかり、という方もいらっしゃると思います。「まだ曲らしい曲は１曲も

弾けないから無理だわ・・・」とお考えかもしれませんが、それは違います。 

先生の伴奏で、すてきに仕上げることができます。おうちの方との連弾でご出演

いただくこともできます。おうちの方と一緒に舞台で演奏する経験は、おうちの方

にとっても、すてきな思い出になることでしょう。レッスンの中で、おうちの方の
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演奏のサポートもさせていただきますので、ぜひ先生にご相談ください。 

演奏は人前で披露してこそ、です。大きな舞台にあがる経験は、他では得がたい

ものです。 

０～３歳の生徒さんは、リトミックの発表で舞台に上がっていただきます。すで

にご家庭での練習用の動画をお配りしています。おうちでも動画を観て、お歌やふ

りつけを覚えてくださいね。 

くわしくは、リトミックのレッスンの中でご案内させていただきます。 

「発表会のお知らせ」は、６月４日（土）よりお配りする予定です。中に希望用

紙がありますので、日程や部のご希望を記入し、ご提出ください。ご提出の〆切は、

６月２６日（日）です。 

 

◆「ピアノ発表会」出欠希望用紙の提出にご協力ください 

 

６月４日（土）より、「発表会のおしらせ」をお配りする予定です。 

ピアノの担当の先生がお渡しします。まだピアノをおはじめになっていない生徒

さんは、リトミックの担当の先生がお渡しします。 

「発表会のおしらせ」の中に、「ピアノ発表会・出欠希望用紙」が入っています

ので、ご記入ください。レッスンの際に、「ショパンはうす」受付もしくは担当の

先生にご提出ください。本部にメール、ＦＡＸしていただくのでもけっこうです。

メールは、ichionkai.piano@gmail.com 、ＦＡＸ番号：０３－３９５７－８８６４。

ご提出の〆切は、６月２６日（日）です。 

この用紙は、お手数ですが、ご参加になれない方にも提出していただきます。過

去に、用紙をお出しになっていない生徒さんを不参加としていたところ、用紙を提

出し忘れていただけだった、ということが多くありました。そういった事態を防ぐ

ために、不参加の場合にも、念のため、その旨の意思表示をいただきたいと思って

mailto:ichionkai.piano@gmail.com
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います。お手数ですが、ご協力をよろしくお願いいたします。 

一音会では、ピアノ発表会を、原則、全員参加と位置付けています。大きな舞台

で、多くのお客さまの前で演奏する経験が、非常に重要であると考えているからで

す。 

表現を作り上げる際、「お客さまがどう感じるか」「どう伝えるか」という視点は、

欠かせません。お客さまを意識した演奏を心がけるのに、人前で演奏する経験は不

可欠です。 

また、緊張を乗り越えて、やり遂げ、大きな拍手をもらう経験は、ピアノを続け

る上での大きなモチベーションにもなります（小さな部屋でピアノと向き合ってい

るだけでは、ピアノの意義は理解しにくいものです）。 

一音会の発表会は、１年に一度です。１年、欠席してしまいますと、まる２年、

発表の機会がないことになってしまいます。ぜひ、欠かさずご参加ください。 

 出欠希望用紙には、参加希望日を書いていただくようになっています。４日間の

開催としておりますのは、ご予定と重ならない日を選んでいただきたい思いもござ

います。 

時間帯（部）につきましては、ご希望にそうようにいたしますが、部によって極

端に人数が偏ってしまった場合のみ、個別にご相談の電話をおかけすることがあり

ます。どうぞご理解ください。 

お申し込みいただいた後で、日程的なご都合が変わった場合は、できるだけ早く

ご連絡ください。 

お手数をおかけしますが、ご協力をよろしくお願いいたします。 

       

 

 

 

 



11 

 

◆「リハーサル・トライ」をおこないます 

 

一音会では、コロナ前、「ピアノ発表会」に向けての準備の一環として、「リハー

サル・トライ」をおこなってきました。ですが、この２年は、感染拡大防止のため

「リハーサル・トライ」をおこなうことを控えてきました。そのため、「リハーサ

ル・トライ」をご存じでない方、忘れてしまった方も、大勢、いらっしゃることと

思います。 

今年は、久しぶりに「リハーサル・トライ」をおこないます。私どもも、久しぶ

りの実施に際し、新たな気持ちで臨みたいと思っています。 

まずは、「リハーサル・トライ」について、ご説明させてください。「ピアノ発表

会」当日は、時間の関係で、リハーサルの時間をご用意することがかないません。

また、当日よりも、当日の少し前にリハーサルをおこなった方が「もっとこうした

方が良かった」という、リハーサル時の反省を本番に反映させることができると、

私どもは経験から確信しています。 

そのためにおこなうのが、「リハーサル・トライ」です。「リハーサル・トライ」

とは、文字通り、リハーサルです。あわせて、人前で演奏する経験を積む、グラン

ドピアノで演奏してみる、普段のレッスン以外の先生に見てもらう、等といった目

的も持っています。どれも、演奏にみがきをかけるために、大切なことばかりです。 

くわしくは、「発表会のおしらせ」にはさみこんであるプリントをごらんくださ

い。ピアノ発表会参加予定の生徒さんは、無料でお受けいただくことができます。 

イメージとしては、「ミニ発表会」です。ご希望いただいた時間帯の生徒さんの

中で、発表していただきます。 

グループには、経験豊かな先生が進行役として立ち会います。発表会当日の流れ

や、ご注意いただきたいことも、ご説明します。もし演奏に改善点があった場合に

は、ピアノ担当の先生に連絡をします。生徒さんご本人に直接伝えて混乱させるこ
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とはありませんので、ご安心ください。 

レッスンの日程と重なって実施しますので、原則、ピアノ担当の先生は、立ち会

うことがかないません。もし、担当の先生が伴奏をする場合は、先生と都合をあわ

せた上で、日時をご指定ください。 

本番のような気持ちで、事前に一度、演奏をしておくと、やはり違うものです。

それは、これまでに「リハーサル・トライ」を活用された多くの方がおっしゃるこ

とです。 

すべての生徒さんが、本番で、持てる力を存分に発揮することができますよう、

私どもスタッフも、全力でお手伝いいたします。 

「リハーサル・トライ」の場所は、基本的には「ヘンデルはうす」１０３か２０

４のお部屋を予定しています。 

各曜日に、「リハーサル・トライ」の時間帯をもうけますので、ご都合の良い日

時をお選びになって、お申し込みください（発表会の出欠希望用紙とは別に、お申

し込みいただく必要があります）。 

お申し込み〆切は６月２６日（日）です。ご不明な点は、本部まで直接、おたず

ねください（０３－５９６６－７７１１・担当：矢島、伊藤）。 

                       

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊スクールの生徒さんのご質問を、以下の２つの方法で受け付けています。 

メール：1000@ichionkai.co.jp    電 話：03-3954-9999 

＊お電話での質問時間は、毎週月曜日の午後 7 時～9 時です。ただしレッスンがお休みの日は、質問

もお休みとさせていただきます。 

＊ご質問は、お一人でも多くの方のご質問にお答えするために、お１人 10 分を目安とさせていただ

いています。ご了承ください。 

mailto:1000@ichionkai.co.jp

